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マイクロコンピュータの受変電設
制御装置への応用
Application of Microcomputer to Protection and

Equipment for Power Receiving and Distribution

最近,設備規模の拡大に伴う信頼性の確保及び省人化,省力化を目的とした設備

の無保守化などのニーズが高まり,受変電設備にもエレクトロニクスを応用した設

備が導入されつつある｡

エレクトロニクス技術導入のアプローチ形態は各種各様であるが,最近マイクロ

コンピュータ応用技術の発達が著しく,比較的容易に適用ができるようになったの

で,マイクロコンピュータを応用した受変電設備の監視･制御装置を開発した｡

今回開発した装置の特長は,自動点検方式の採用及びシステムの二重化などによ

り,特に受変電設備の信頼性の向上と無保守化を図ったものである｡

ロ 緒 言

従来,受変電設備はワイヤードロジックで制御されていた

が,信頼性の向上と省力化を主眼とした目的,すなわち無停

電での点検機能の付加,機械的な才妾点の削除などによる無保

守化,設備の変更に対するシステム設計の柔軟性の向上など,

より高度なニーズに対し十分な機能をもって対応できにく く

なっている｡このようなニーズに対応する手段として,マイク

ロコンピュータを受変電設備に応用することが必要となった｡
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図l 棲能ブロック図 受変電設備全体の機能ブロック図を示す｡制御

装置を中心に信号が流れている｡
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この論文では,日本国有鉄道新白河駅変電所用として,マ

イクロコンピュータを応用した受変電設備の監視･制御装置

を開発したので,その設備の構成と機能,制御装置及び静止

形保護継電器の仕様と特長並びに点検機能の種類と方法につ

いて述べる｡

臣l 構成と信頼性

2.1構 成

監視･制御装置は,保護リレー盤2面,制御盤2面及び操

作盤1面から構成されており,この装置は,｢定常時の保護,

連動制御及び表示+と｢点検監視+機能をもっている｡機能ブロ

ックを国1に,装置の外観を図2に示す｡

この装置の特長は,受変電設備全体の制御点検機能を制御

盤が担当し,保護及び保護継電器の点検機能を保護】jレー盤

に分担させ,1幾能を分散している点にある｡

更に,制御盤及び点検装置(保護リレー盤内蔵)にマイクロ

図2 装置の外観 装置は保護リレー盤2面.制御盤2面及び操作盤l面

から構成されており,システムの二重化により信頼性を向上させている｡
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コンピュータ(HMCS6800シリーズ)を使用し,各々のマイク

ロコンピュータを連結して情報交換を行ない,処王斬巨力及び

速度の什_l二を図っている｡

受変電設備全体としては,4子iのマイクロコンビュ【タ装

置が並列処理しており,信組作を高めることを第一条件に考

え,更に機能向___卜,保守の容易性などを卜分考癒したシステ

ム構成としてし､る｡

2.2 信頼性の向上

主回路を2系統として信根性を｢子1J.LLているのと同様に,

監視,制御装置も次に述べるように二重化した｡

(1)制御盤

制御盤2面は主回路系統に合わせ,1号系には1号制御盤,

2号系には2号制御盤を対応させているが,受電及び非常用

発電機回路については†ll‾･j方の制御盤から制御できる｡常時は

優先選択された制御盤により制御し,万一-一一故障した場合には

非優先の制御盤へ自動的に切I)携え,どちらか一方の制御盤

から制御機能を確保できるようにしている｡

保護リレー盤2面についても,各盤にノ.1丈検装置が内蔵され

ており,点検機能に関しては､制御盤と同様に分担している｡

二重系の機能分担を図3にホす｡

(2)保護継電器

点検機能付静+L形保碓継電器を使用し,検出部を主要素と

ストッパ要素とで二重化している｡

(3)保護リレー盤電源

各盤にDC/DCコンバータを1デーと,更に2面共通として予

傭1台を置き,どちらか一方のDC/DCコンバータが故障する

と,自動的に予傭DC/DCコンバータへ切り挽える｡

同 点検監視機能の種類と方法

この装置は,信頼惟を向上させるために,常時監視,自動

定期点検及び手動臨時点検機能をもっている｡

3.1常時監視

常時次に述べる項目について監視を行ない,異常が発見さ

れた場合に表示警報を行なう｡

(1)保護継電器の異常監視1)･2)

保護継電器を二重化し,一方の要素だけが一定時間以上動

作した場合,異常と判断する｡

(2)トリップコイルの断線監視

しゃ断器のトリッ7dコイルに常時微小電i充をi充し,その電

i充がi売れなくなった場合,断線と判断する｡

(3)制御装置

自己診断機能により,制御装置内部の監視を行なう｡

3.2 自動定期点検

1日に1回,保護継電器について点検を行なう｡制御装置

からの指令によりしゃ断器のトり､ソプ回路を模擬しゃ断器回

路に切り換え,保護リレー盤の点検装置に点検開始を指令す

る｡点検装置は保護継電器に模擬入力を印加し,保護継電器

の動作を確認した後,復帰指令により横寺疑入力を除去して復

帰させる｡この結果を制御装置へ送り,制御装置ではこの結

果と模擬しゃ断器の動作により良否を判断する｡この点検を

全保護継電器に対し行なう｡異常が発見されると点検は中止

され,警報表示を行なう｡二重系に所属する保護継電器は1,

2号点検装置の両方から点検可能であり,常時は優先選択さ

れた制御装置に対応する点検装置により行なう｡

3.3 手動臨時点検

随時,操作盤からの操作により自動定期点検と同様に,し

や断器の動作を伴う連動制御の点検が可能である｡
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図3 二重系の機能分担 2面の制御盤の制御に対する管轄範囲は主回

路に対応させているが,受電回路,非常用発電機回路は.両方の制御盤から制

御できるようにLている｡

3.4 点検中の事故対応

保護継電器を点検中に系統事故が発生した場合,点検を中

止して正常な保護を行なう｡

事故検出の信頼性を高めるため,短絡･過負荷は過電流継

電器の二重化を,非接地系地絡は地終過電圧,接地系地絡は

地絡過電流継電器の二重化を行なう｡

停電事故,過電圧事故及び過速度事故については,点検時

間が0.5秒と短いため点検終了後検出して保護を行なう｡

町 制御盤及び保護リレー盤の仕様
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回路素子:HMCS 6800シリーズ

演算処事里方式:繰返し演算

メモリ(IC):ROM(Read Only Memory)32kバイト

RAM(Random Access Memory)

4kバイト

(4)入出力点数:512点

4.2 保護リレー盤

(1)点検機能付IC式保護継電器(K4シリーズ)

(2)最大保護継電器40個/面収納

(3)点検装置(HMCS680Pシリーズ)付

Il 結 言

以上,マイクロコンピュータを応用した受変電設備の監視･

制御装置について,その構成と信頼性,点検機能の種類と方

法並びに制御盤及び保護リレー盤の仕様について述べた｡

今後とも,′受変電設備へのマイクロコンピュータの応用を

･拡大してゆく二号えである｡

終わりに,御指導,御協力をいただいた関係各位に対し厚

く了卸礼申しあげる｡
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